























を追慕〉したことがきっかけだったとされている。だが、春夫の上京は 1910 年 4 月（数え年
19）、田部隆次による伝記『小泉八雲』（早稲田大学出版部）の出版が 1914 年 4 月であるこ
とを考えると、春夫の記憶には明らかな年代の混乱がある。現在確認し得る限りでは、「孟沂




















された春夫のハーンへの理解の仕方には 3 つの柱がある。 
第一に、「生活態度が東洋的文人に通じる特異な西洋人」としてのハーン像である。例えば
























































































の末尾にある一節、“In fact I have not been able to convince myself that it is really an 
inestimable privilege to be reborn a human being. And if the thinking of this thought, and 
the act of writing it down, must inevitably affect my next rebirth, then let me hope that 
the state to which I am destined will not be worse than that of a cicada or of a dragon-fly”
の方に近い。さらには、引用中に示唆される伝・松尾芭蕉作の俳句〈昼見れば首筋赤き螢かな〉
も、ハーンが「螢」（“Fireflies”『骨董』所収）の中で“Oh, this firefly! –seen by daylight, 














































































する（Ming-Y could not restrain himself from putting his arm about her round neck and 
drawing her dainty head closer to him, and kissing the lips that were so much ruddier 
and sweeter than the wine）。また〔原典〕には、薛濤が「独り寝が久しいので平静ではい
られぬ」と言い（妾獨處已久，今見郎君高雅，不能無情）、露骨という程ではないが、着物を
脱いで歓を尽くすエロチックな描写がある（兩個解衣就枕，魚水歡情，極其繾綣）。しかし〔ハ
ーン〕にはこの閨房の描写が存在しない（the night grew old, and they knew it not）。 
二点目は、二人の密会が露顕する場面である。〔原典〕では、夜間の外出を父に咎められた
孟沂が、「誘ったのは薛濤だ」と卑怯な言い訳をするのに対し（此乃令親相留，非小生敢作此
無行之事）、〔ハーン〕では“the son refusing to obey his father shall be punished with one 





えも、孟沂は薛濤との思い出を口外しなかったとされる（he never spoke of her,—not even 





















で、いわゆる名訳ではない。例えば森の中で薛濤の姿を初めて見る場面、“a sound caused 





別の問題もある。例えば、薛濤の眼の美しさを形容した〔ハーン〕の、“the brightness of 





































〔付記〕本稿は、「富山大学ラフカディオ・ハーン研究国際シンポジウム」（2017 年 12 月
23 日於富山大学）における研究発表「ハーンと大正日本の想像力―佐藤春夫を中心に―」に
基づくものです。会場から数々の貴重なご意見を頂戴しました。心から感謝申し上げます。 




ii 強いて言えば、“There are human crickets who must eat their own hearts in order to 
sing.”（歌うためには自分の心臓をくらわなくてはならない人間の姿をしたこおろぎもいる
のである）という末尾の一文に類似の発想が窺われる。 






ある。Kiang-kou-jin は講古人、tsien は銭である。 
